


第
三
次
階
上
町
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、
基
金
を
統
合
し
計
画

的
運
用
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

条
例
の
横
書
き
及
び
用
語
等
を

統
一
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

組
合
休
暇
に
つ
い
て
所
要
事
項

を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

地
方
自
治
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
町
が
長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

鳥
屋
部
農
村
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
つ
い
て
所
要
事
項
を
定
め

る
た
め
の
も
の
で
す
。

階
上
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
を
整
備

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

階
上
岳
つ
つ
じ
の
森
の
設
置
及

び
管
理
に
つ
い
て
所
要
事
項
を
定

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

町
が
設
置
す
る
公
共
下
水
道
の

管
理
及
び
使
用
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

階
上
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
及
び
分
担
金
に
つ
い
て

所
要
事
項
を
定
め
る
た
め
の
も
の

で
す
。

階
上
町
が
行
う
国
民
保
護
措
置

に
つ
い
て
、
法
令
に
定
め
が
あ
る

も
の
の
ほ
か
所
要
事
項
を
定
め
る

た
め
の
も
の
で
す
。

地
方
公
務
員
法
の
適
用
条
文
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

非
常
勤
特
別
職
の
設
置
に
よ
り

名
称
を
加
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
家
公
務
員
の
給
与
改
正
に
準

じ
、
職
員
の
給
料
月
額
及
び
勤
勉

手
当
の
額
等
を
改
定
し
、
昇
給
制

度
を
改
め
、
並
び
に
国
民
健
康
保

険
診
療
所
廃
止
に
伴
い
、
条
例
の

整
備
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

行
政
職
給
料
表
改
正
に
伴
い
、

級
別
職
務
区
分
を
変
更
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

森
の
交
流
館
、
交
流
の
森
広
場

及
び
交
流
の
森
広
場
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
を
一
体
の
施
設
と
し
て
管

理
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者

制
度
へ
の
対
応
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

老
人
福
祉
法
適
用
条
文
を
整
備

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
対
応
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

保
険
料
率
及
び
税
制
改
正
に
伴

う
保
険
料
の
緩
和
措
置
に
つ
い
て
、

改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

行
政
職
給
料
表
改
正
に
伴
い
、

旅
費
の
級
別
職
務
区
分
の
準
用
を

改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

二
百
七
十
九
万
九
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
五
十
六
億
六

千
百
三
十
五
万
三
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

五
百
四
十
一
万
五
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
十
五
億
三
百

四
十
二
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。



一
千
八
十
四
万
二
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
一
千
百
六
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た

六
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
は
九
億
三
千
九
百
九
十
九

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

十
九
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予

算
の
総
額
は
四
千
三
百
八
十
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

二
百
七
十
七
万
一
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
六
億
九
千
五

百
四
十
四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し

た
。六

百
万
二
千
円
を
減
額
し
、
予

算
の
総
額
は
五
億
二
千
四
百
九
十

九
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た

予
算
の
総
額
は
四
十
八
億
六
千

五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
十
四
億
七
千
三

十
一
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
八
億
七
千
五
百

四
十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
四
千
四
百
七
十

六
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
六
億
八
千
二
百

七
十
五
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
八
億
三
千
五
百

万
円
と
な
り
ま
し
た

町
道
の
路
線
を
変
更
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

耳
ケ
吠
・
追
越
線

十
二
文
屋
敷
・
美
保
野
線

追
越
・
前
浜
線

階
上
町
大
字
道
仏
地
内

二
億
五
百
八
十
万
円

株
式
会
社

銭
高
組
東
北
支
店

落
札
制
限
付
指
名
競
争
入
札

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

の
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
た
め

の
も
の
で
す
。

氏
名

松

倉

チ

ヱ

氏
名

坂

下

武

治

氏
名

桑

原

則

子

氏
名

根

岸

龍

典

次
の
陳
情
二
件
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

赤
保
内
地
区
学
童
保
育
施
設
に

関
す
る
陳
情

保
育
園
（
保
育
所
）
の
保
育
料

軽
減
に
つ
い
て
の
陳
情

農地の区分
小作料の
標準額
（円）

地 域
主たる
農作物の
基準数量

田
の
部

畑
の
部

上 田

中 田

下 田

長 い も

葉タバコ

普 通 畑

田代、金山沢、晴山沢、平内

鳥屋部、角柄折、赤保内、耳ケ吠西、
耳ケ吠東、石鉢、野場中、蒼前

荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、道仏、
小舟渡

全 域

全 域

全 域

水稲

水稲

水稲

長いも

葉タバコ

農地の区分
小作料の
標準額
（円）

地 域
主たる
農作物の
基準数量

田
の
部

上 田 田代、金山沢、晴山沢、平内 水稲

中 田 鳥屋部、角柄折、赤保内、耳ケ吠西、
耳ケ吠東、石鉢、野場中、蒼前

水稲

下 田 荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、道仏、
小舟渡

水稲

畑
の
部

長 い も 全 域 長いも

葉タバコ 全 域 葉タバコ

普 通 畑 全 域

区分 作業別 単位 金額（円） 摘要

水
田

畑
農
業
機
械
に
よ
る
作
業

乾
燥

田 植
苗 取
除 草
刈 取
一 般 作 業
田 耕 起
畑 耕 起
代 か き
田 植
バインダー
脱 穀
コンバイン

水分 ％未満
水分 ％
水分 ％以上

時間労働

アール当り

玄米 俵当り

男女共同額、まかないなし

結束ひもつき

田（稲）
畑（麦）

区分 作業別 単位 金額（円）） 摘要

水
田

田 植 時間労働 男女共同額、まかないなし
苗 取
除 草
刈 取

畑 一 般 作 業
農
業
機
械
に
よ
る
作
業

田 耕 起 アール当り
畑 耕 起
代 か き
田 植
バインダー 結束ひもつき
脱 穀
コンバイン 田（稲）

畑（麦）

乾
燥

水分 ％未満 玄米 俵当り
水分 ％
水分 ％以上

農業委員会は、農地の賃借関係が正常に維持されるように、農地法の基づき小
作関係の適正な目安として、標準小作料 農作業標準賃金 を定めています。
平成 年度農作業標準賃金は下記のとおりです。



国の平成 年度予算の基本的方針の中で、 地方財政については、国の歳出の徹底した見直しと歩調を合わせつつ、
地方歳出全般について徹底した見直しを行い、地方財政計画の歳出規模を引き続き抑制し財源不足の縮小に努めるとと
もに、地方団体の自助努力を促していくことを進める とされています。
当町では、こうした中で更なる行財政改革を行っておりますが、今後も社会保障関係経費・公債費・特別会計への繰

出金などは増え続ける見込みであり、このような厳しい財政環境であっても町民のみなさんへのサービス低下とならな
いよう限られた財源を効率的に活用し、政策経費の充実を図るように予算編成を行いました。
全体総額では、昨年度より 千円（ ％）の減となっており、目的別歳出では、農林水産業費 ％減、衛
生費 ％減、公債費 ％増、民生費 ％増などとなりました。

歳入には、町が町税などのように自主的に収入できる自主財源と地方交付税のように国から交付されたり、法令に
よって割り当てられたりする依存財源とがあります。
当町の場合、自主財源は 億 万 千円（ ％）となっており、うち町税は、 億 万 千円で評価替えに
伴う固定資産税の減により昨年度より 万 千円の減となっています。また、基金等からの繰入金は、 億 万
千円で 億 万 千円の増となっており、この繰入金で財源不足を補っています。
依存財源は、 億 万 千円（ ％）となっており、歳入全体の ％を占める地方交付税は 億 万円で
昨年度より 億円の減。 ％を占める地方債は 億 万円で 万円の減となっています。また、三位一体の改
革による国庫補助負担金の一般財源化により所得譲与税として税源移譲される金額は 億 万円で昨年度より 万
円の増額となっています。

歳出は、性質別に分類すると義務的経費（支出が法律などにより義務づけられた経費）、投資的経費（資本形成に向
けられ、将来に残るものに支出される経費）、その他の経費に分類されます。
まず、義務的経費のうち人件費（職員等の給与や各種委員報酬など）は 万 千円減、扶助費（法律に基づく給
付など） 万 千円増、公債費（町の借金の返済） 万 千円増となっています。投資的経費では、漁港建設事
業完了等により普通建設事業費 億 万 千円減となっています。その他経費では、物件費（委託料や消耗品費な
ど消費的性質の経費の総称） 万 千円増、繰出金（特別会計、基金へ支出される経費） 万 千円増などとなっ
ています。

町民税 億 万 千円
固定資産税 億 万 千円
軽自動車税 万 千円
町たばこ税 万 千円
鉱産税 万 千円

分担金及び負担金 万 千円
使用料及び手数料 万 千円
財産収入 万 円
寄附金 千円
繰越金 万 円

地方譲与税 億 万 円
利子割交付金 万 円
配当割交付金 万 円
株式等譲渡所得割交付金 万 円
地方消費税交付金 億 万 円
ゴルフ場利用税交付金 万 千円
自動車取得税交付金 万 円
地方特例交付金 万 円
交通安全対策特別交付金 万 千円

県支出金
億 万 千円
（ ）

町債
億 万円
（ ）

国庫支出金
億 万 千円
（ ）

その他
億 万円
（ ）

町税
億 万 千円
（ ）

繰入金
億 万 千円
（ ）
諸収入
億 万円
（ ）

その他
億 万 千円
（ ）地方交付税

億 万円
（ ）



平成 年度の特別会計総額は、 億 万 千円で、昨年度に比べて 億 万 千円の増となりまし

た。一般会計からの繰入は 億 万円（うち国県負担金 万円）となっています。

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額 前年度当初予算比 増 減 率

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

漁業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

億 万 千円

億 万 千円

万 千円

億 万 千円

億 万 円

万 千円

万 千円

万 円

万 千円

億 万 千円

％

％

％

％

％

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額 前年度当初予算比 増 減 率

国民健康保険特別会計直診勘定は平成 年度で廃止となりました。

農林水産業費
億 万 千円
（ ）

衛生費
億 万円

（ ）

土木費
億 万 千円
（ ）

教育費
億 万 千円
（ ）

その他
億 万 千円
（ ）

民生費
億 万 千円
（ ）

総務費
億 万 千円
（ ）

公債費
億 万 千円
（ ）

議会費 万 千円
労働費 万 千円
商工費 万 千円
消防費 万 千円
災害復旧費 万 千円
諸支出金 万 千円
予備費 万 千円

公債費 億 万 千円

人件費 億 万 千円

扶助費 億 万 千円

普通建設事業費 億 万 千円

災害復旧事業費 万 千円

物件費 億 万 千円

補助費等 億 万 千円

繰出金 億 万 千円

その他 億 万 千円



・定員管理は 定員管理計画 を定めてしっかりと管理
します。平成 年度から平成 年度の 年間の削減人
数は 人とし ％の適正化率を設定しています。

・特別職の給料、期末手当を削減します
（収入役を 年 月から置きません）
・議員の期末手当を削減します。
・職員の給与、手当の見直しをします。
（住居、管理職、通勤、時間外勤務手当の削減。特殊
勤務手当全部廃止。）

・昇給、昇格基準の見直し
・特別昇給制度の見直し
・退職時特別昇給の見直し
・北東北 県の旅費日当を廃止します。

・町の第三セクターは、 階上町産業振興会（道
の駅はしかみ運営主体） がありますが、平成
年度をもって解散しました。

行政改革大綱及び
集中改革プランは

で毎年進行管理を行っていきます。

集中改革プランの削減等による 年間の影響額は

歳入確保で

歳出削減で

合計で

を想定しています。

・中央保育所を民間に移譲します。
・町内 館の児童館を廃止し、民間幼稚園等に誘
導します。

・給食センターの業務全面委託を検討します。
・産業振興施設の直売施設等 施設（道の駅はし
かみ、フォレストピア階上）は指定管理者に管
理を委託します。加工施設についても併せて指
定管理者制度の導入を検討します。

・集会所については、行政区に管理を委託します。
・スポーツ施設、森の交流館、民俗資料収集館等
についても指定管理者制度の導入を検討します。

・公衆用トイレ清掃ボランティアの育成を推進し
ます。
・国保診療所を廃止します。

・外部委託業務を推進します。
・道路維持、清掃等 協働のまちづくり事業 の実施

協働のまちづくり事業 とは？
町が原材料・機材等の貸与・指導助言などを、
住民がアイディア・労力等を提供して町づくりを
実施する事業を総称していいます。



少子高齢化による人口減少時代を迎え、市町村合併と併せて各自治体

は厳しい財政状況のもとで新しい局面を迎えています。このような状況

のなか、国から地方公共団体へ行政改革の積極的な取組み要請と、行政

改革大綱の見直し及び 集中改革プラン の策定が指示され、一層の行

財政改革の推進が求められています。

このことから、町では平成 年度策定した第 次階上町行政改革大綱

をベースに、事務事業の再編整理等の目標、定員管理・給与の適正化、

民間委託等の推進、経費節減等の財政効果など、より具体的目標数値を

掲げた 階上町集中改革プラン を策定し、簡素で効率的・効果的な行

政体制の整備を確立することとしています。

策定後は、目標を確実に達成できるよう努力するとともに、定期的に

プランの進行管理を実施し、その結果を町民の皆さんにわかりやすい形

で広報等で公表していきます。

計画年次
平成 年 月 平成 年 月）

．総務財政会議

．プロジェクトチーム

．協働会議（行政区長）

．推進本部
（三役、教育長、課長）

．行政改革推進委員会
（議会代表、団体長
学識経験者）

議会報告（平成 年 月）

平成 年 月 平成 年 月）

．総務財政会議

．推進本部

．行政改革見守り委員会

（行革委員、町民代表）

議会報告（平成 年 月）

・町の各種委員を削減していきます。

・税金の収納対策の強化と口座振替の移行について、積極的に取り組みま

す。

・患者、福祉と併せて（仮称）コミュニテイバスの運行を総合的に検討し

ます。

・協働のまちづくり事業により道路等の維持管理経費の削減を図ります。

・中学生、小学生の派遣事業の実施方法を見直します。

・遠距離生徒通学補助制度の負担割合の検討をします。

・長期継続補助事業の事業効果検証を実施し、補助金の見直しをします。

・産業振興関係のイベントを産業団体等への移管を検討します。

・総合運動公園整備事業を一時凍結します。

・今ある施設を活用し、機能の強化を図ります。

・第 次産業の補助を見直し、生産物等の はしかみブランド を確立し

ます。

・高齢者人材バンクを設立し、ボランティアの養成と町の委託を検討しま

す。
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。
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。
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。
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、
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ま
す
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皆
さ
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と
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政
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だ
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果
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、
産
業
の
活
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活
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町
長
を
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な
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ら
皆
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一
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ず
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前
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せ
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そ
う
い
う
思
い
で
一
生
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命
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
階
上
町
の
更
な
る
発
展
の
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、
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か
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指
導
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ご

協
力
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賜
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よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す



平成 年度から全国の地方公共団体の間で財政の状況を比較し、自分の住んでいる市町村が全国的にどのよ
うな位置にいるのかを公表することで、住民にわかりやすく情報を開示する取組みを行うこととされています。
当町の平成 年度の財政比較分析表を次のとおり作成しましたので、お知らせします。なお、町ホームページ
にも掲載していますので、そちらもご覧ください。

人 口 人（ 現在）
面 積
歳入総額 千円
歳出総額 千円
実質収支 千円



月 日、石鉢ふれあい交流館ではしかみ健康

フォーラムが開催され、参加した約 名が基調講演

やシンポジウムを通じ、 健康なまちづくり につい

て話し合いました。八戸大学人間健康学部長の竹宮隆

教授による講演では定年後の社会活動や運動の大切さ

が語られ、続くシンポジウムでは 私にできる介護予

防 と題し、八戸大学学長補佐の内海隆先生を進行役

に本町主催の健康づくり教室 ぴんぴんしてる会 の

卒業生や健康推進員による話題提供が行われました。

町では今年度も各種健康教育・相談を実施していま

す。皆さんの健康づくりに是非ご活用ください。

月 日から 日にかけて、町内小中学校で卒業式

が行われました。

月 日、金山沢小学校（佐々木豪校長）では 名

がこの日を迎えました。卒業生は 年間の思い出を胸

に先生方や在校生 名に見送られ、未来へ向かって学

び舎を旅立っていきました。

また、同校の卒業式は、学校の呼びかけで卒業生の

ご家族以外にも地域住民の方が参加、地域ぐるみの卒

業式となりました。

平成 年度の小中学校卒業者数は右のとおりです。

卒業生の皆さんの新天地でのご活躍を期待していま

す。

月 日、役場庁舎で平成 年度協働のまちづくり

支援事業プレゼンテーションが行われ、 のまちづく

り団体がそれぞれ考案した自主的・自発的事業の発表

を行いました。

この事業は行政区や住民団体が行う活動に対し町が

補助金を交付（上限額 万 万円）する事業で、今

回はハード事業 、ソフト事業 の応募がありました。

これを受けて町では審査会を開き支援団体を決定、

住民と行政による 協働のまちづくり がスタートし

ます。

階上小学校 道仏小学校
石鉢小学校 大蛇小学校
赤保内小学校 小舟渡小学校
金山沢小学校 階上中学校
登切小学校 道仏中学校



町民課長 高 階 繁 雄
教育委員会教育課長 三 上 孝 八

総務課長
（出納室長） 浜 谷 義 勝
町民課長

（産業建設課長） 林 貢
産業建設課長

（産業建設課土木建設グループリーダー） 中 城 功
教育委員会教育課長

（総務課長） 工 藤 靖 夫

保健福祉課保健福祉グループリーダー
（教育委員会教育課総括主幹） 浜 谷 操
産業建設課土木建設グループリーダー

（産業建設課総括主幹） 田 中 昇
出納室長

（保健福祉課保健福祉グループリーダー） 中 村 豊 志
【総括主幹級】
総務課総括主幹

（保健福祉課総括主幹） 赤 松 セイ子
町民課総括主幹

（産業建設課総括主幹） 浪 岡 善 一
町民課総括主幹

（保健福祉課総括主幹） 佐 京 美智子
保健福祉課総括主幹

（町民課総括主幹） 梨 子 靖 子
産業建設課総括主幹

（総務課総括主幹） 荻ノ沢 甚 逸

産業建設課総括主幹
（町民課総括主幹） 田 中 武 美
産業建設課総括主幹
（町民課総括主幹） 下日向 恵美子
教育委員会教育課総括主幹
（町民課総括主幹） 境 栄 治

総務課主幹（町民課主幹） 中屋敷 司
町民課主幹（総務課主幹） 浜 浦 幸 夫

保健福祉課主任主査
（産業建設課主任主査） 木 村 真由美

保健福祉課主査（産業建設課主査） 中 田 由 明
保健福祉課主任保育士
（保健福祉課保育士） 榊 寛 子
保健福祉課主任保育士
（保健福祉課保育士） 前 田 美 幸
保健福祉課主任保育士
（保健福祉課保育士） 上 野 栄利子

総務課主事（町民課主事） 野 沢 一 臣
町民課主事（総務課主事） 高 橋 勇 真
町民課主事（出納室主事） 田 中 稚 子
産業建設課主事（保健福祉課主事） 村 元 大 介
出納室主事（総務課主事） 境 祥 子

総務課総括主任運転技能員
（教育委員会教育課総括主任運転技能員） 引敷林 安 男
教育委員会教育課総括主任運転技能員
（総務課総括主任運転技能員） 天 摩 常 雄

階 上 小 石 橋 隆 治（南部町立鳥舌内小教頭）
登 切 小 田 村 元（八戸市児童科学館館長補佐）
道 仏 小 大久保 伸 夫（階上町立登切小教頭）

【教諭等】
階 上 小 教 諭 佐 藤 弘 毅（五戸町立又重小）

非 講 近 藤 辰 郎
石 鉢 小 教 諭 久保沢 賢 治（三八教育事務所）

畑 中 亜希子（階上町立登切小）
澤 藤 さ ち（八戸市立旭ヶ丘小）
宮 川 英 里（新 採 用）

講 師 関 下 健 司
青 木 康 子（階上町立登切小）

非 講 梅 村 慎 子（八戸市立小中野小）
赤保内小 教 諭 杉 本 詩 子（八戸市立市野沢小）

清 野 哉 子（サンチャゴ日本人学校｛帯同｝）
田 中 路 子（八戸市立中居林小）

養 教 田名部 ちづ子（八戸市立明治中）
講 師 長 尾 康 子
スクール 松 尾 比露美（八戸市立八戸小）サポーター

金山沢小 教 諭 小 松 美樹子（八戸市立島守小）
非 講 小 向 佳奈子（新 卒）

登 切 小 教 諭 種 市 葉 子（田子町立田子小）
養 助 神 山 みつき（階上町立小舟渡小）

道 仏 小 教 諭 竹 花 理 恵（八戸階上組合立田代小）
臨 事 慶 長 民 子

大 蛇 小 教 諭 藤 本 弘 子（八戸市立小中野小）
講 師 馬 場 道 子

階 上 中 教 諭 島 川 貴 仁（新郷村立野沢中）
佐々木 一 成（八戸市立第三中）
久 慈 一 徳（新 採 用）

主 事 芳 賀 学（五戸町立川内中）
講 師 長 野 晃 子（八戸市立町畑小）

青 木 沙由理（八戸市立小中野中）
須 藤 恵（八戸市立南浜中）
田 村 笑 子

道 仏 中 教 諭 本 郷 気和子（八戸市立東中）







固定資産縦覧帳簿の縦覧は、納税義務者の皆さんが、他の土地や家屋との比較を通じて、自分の資産の
評価が適正かどうかを判断するための制度です。ただし、縦覧できる内容は、縦覧帳簿に記載されている
資産の所在や評価額など一部の項目で、確認したい所在地番の指定が必要です。
なお、土地の納税義務者が確認できるのは土地の縦覧帳簿のみ、家屋の納税義務者は家屋のみとなります。
閲覧については、縦覧期間を含めた通年での閲覧ができます。

期 間 月 日から 月 日（土・日・祝祭日を除きます）
時 間 午前 時 午後 時 分
場 所 町民課税務グループ
方 法 縦覧帳簿原本を見ていただきます。コピー交付不可。

期 間 通年
場 所 町民課税務グループ
手数料 回 円

（縦覧期間本人は無料）

申請には、印鑑（法人の場合は代表者印）と納税通知書の他、身分証明書（運転免許証など本人と確認
できるもの）をお持ちください。
本人（法人の場合は代表者）に代わって申請するときは委任状が必要です。

軽自動車の財産としての価値に着目し、また軽自動車の使用が道路を痛める原因の一つとなっていることか
ら、その所有者に市町村の経費の一部を負担してもらう税金です。

月 日現在、市町村内に原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪車の小型自動
車を持つ人です。
納税通知書によって全額を一度に納めることになります。
軽自動車の税額は、次の表のようになっています。

その軽自動車等が専ら身体障害者等の利用に供するためのものであるときは減免を受けられます。
軽自動車税の減免を受けようとする方は、納期限前 日までに町長に対し減免申請書の提出が必要です。

軽自動車税の対象となる車を持った場合、届け出た事項に異動が生じた場合、又は軽自動車などを持ってい
てその車を他の人に譲ったり、廃車したり、市町村外に転居された場合は、市町村長に申告することになって
います。

車 の 種 類 税 額（ 台についての年額）

原動機付自転車

軽 自 動 車

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

イ 総排気量が 以下のもの（ニに掲げるものを除く。） 円
ロ 二輪のもので総排気量が 超 以下のもの 円
ハ 二輪のもので総排気量が 超 円
ニ 三輪以上のもので総排気量が 超 円

二輪のもの（側車付を含む。） 円
三輪のもの 円
四輪以上のもの 乗 用（営業用） 円

（自家用） 円
貨物車（営業用） 円

（自家用） 円
専ら雪上を走行するもの 円

農耕作業用 円
そ の 他 円

円

車 の 種 類 税 額（ 台についての年額）

原動機付自転車

軽 自 動 車

小型特殊自動車

二輪の小型自動車



納付の期限を過ぎても納付されない場合には、督促状が送付されます。この督促状が発送された
日から 日を経過する日までに完納されないときは、滞納処分を受けることになります。

税金を滞納すると、その納付の期限の翌日から納付されるまでの日数に応じ、未納に係る本税の
額に年 ％（ただし、納付の期限の翌日から 月を経過するまでの期間については、年

％ と 前年の 月 日の公定歩合 ％ のいずれか低い方の割合）を乗じて計算した
延滞金を本税に併せて納付しなければなりません。
延滞金は、税務申告上経費とはなりません。

滞納処分とは、期限内に納付した者と期限を過ぎても納付しない者との負担の公平を図るため、
納税者が自主的に納付しない場合にこれを強制的に徴収するための手続きをいい、具体的には次
の手続きによって行われます。

財産の差押え
督促状の送付を受けても納付されない場合には、財産について差押えが行われます。
差押えがされると、納税者はその財産を処分することができなくなります。
差押えの対象となる財産は、土地・建物といった不動産、預金や売掛金といった債権、ある
いは動産、有価証券など多様なものとなっています。
差押財産の公売
差押えを受けてもなお納付されない場合には、差し押さえられた財産が売却（これを 公
売 といいます。）され、その売却代金が滞納町税に充当されます。
なお、差し押さえられた財産が債権の場合には、町により直接取り立てが行われ、その金銭
が滞納町税に充当されます。

口座振替制度とは、ご指定の金融機関の
預貯金口座から、町税等の納期限の日に自
動的に振り替えて納める便利な制度です。
簡単な手続きで、安全にしかも確実に納め
ることができます。

最寄の金融機関、郵便局の窓口に申込用
紙を備え付けてありますので、預貯金口座
のある金融機関及び郵便局の窓口でお申込
みください。申込みをする際は、預貯金通
帳とその印鑑、申込みをされる町税等の納
税通知書等の通知番号の分かる書類をご持
参ください。

・青森銀行（本・支店）、・みちのく銀行
（八戸市内）、・八戸広域農業協同組合階
上支店、・八戸信用金庫、・青森県信用漁
業協同組合連合会（階上漁協）、・郵便局

・町県民税（普通徴収）、・固定資産
税、・軽自動車税、・国民健康保険税、・
介護保険料

納期限までに完納されない場合は、督促状により
督促をしなければなりません。

滞納処分のため必要があるときは、滞納者、官公
庁、金融機関、取引先、滞納者の財産を占有する
第三者等に対し、質問及び検査、捜索をすること
ができます。また、捜査にあたって徴収職員は、
金庫等を開かせ、又は自ら開き、必要に応じて出
入禁止する等の処分をすることができます。

督促状を発した日から 日を経過した日までに、
納税者が滞納となっている町税を完納しないとき
には、その納税者の財産を差し押さえしなければ
なりません。

差し押さえた金銭債権は取り立てを行います。公
売は、入札又はせり売りにより行います。

換価代金を、差押えに係る町税等へ配当します。



八戸市総合健診センターか受託医療機関のどちらかで年度内（平成 年 月 平成 年 月）に各項目 回
受診できます。 に予約をして受診しましょう。網かけ部分は昨年度からの変更箇所
です。

申 し 込 み 先 申 し 込 み 内 容

八戸市総合健診センター
電 話
受付時間 時 時 分

階上町の健診（または国保ドック）を受けた
い と伝える
受診希望日・希望健診名を伝える

申 し 込 み 先 申 し 込 み 内 容

地区循環の送迎バスは、 月 月に配車予定です。詳細が決まり次第お知らせします。

健診名

内 容

対象者

健診日

受 付

受診料

生活習
慣病予
防健診

選 択 項 目 婦 人 が ん 選択項目

前立腺
がん

骨粗鬆症 卵巣

血圧・尿・
血液・心電
図等

胸部
線

検便
（ 日分）

胃部
線

基本・がん検
診・超音波等

血液検査 骨超音波 触診
線

内診・
細胞診

卵巣超音
波検査

結核は 歳以上）
男性
歳
以上

月 金曜日（祝祭日除く）
水・木・金曜日

（祝祭日・第 木曜除く）

（ 月 月は 開始）

円

各 円
（基本健診のみ、 歳
以上・生活保護世帯は

無料）

歳以上
円

歳以上
円

円 円 各 円 円

健診名

内 容

対象者

健診日

受 付

受診料

健診名

内 容

対象者

受診料

申し込
み 先

血圧・尿・血液・心電図等 胸部 線 検便（ 日分） 胃部 線 内診・細胞診

身体 級・愛護・精神）
結核は 歳以上

各 円（基本健診のみ、 歳以上・生活保護世帯は無料）

町内（小松内科医院・三浦クリニック）か八戸市内受託医療機関（個人
病院、診療所、労災病院、日赤病院等）へ直接申し込みください。

八戸市内産婦人科か労
災病院、日赤病院へ直
接申し込みください。

健診名

内 容

対象者

受診料

申し込
み 先



ポリオは、せき髄の細胞が破壊される感染症で 小児麻痺 とも呼ばれています。現在も東南アジアやアフ
リカ地域で発生しており、成人になってから感染すると麻痺をおこす確率が高くなります。乳幼児期のうちに
忘れずに予防接種を受けましょう。

日 程

受付時間

場 所

持 ち 物

注意事項

日 、 日

日 、 日 、 日

日 、 日

日 、 日 、 日

小松内科医院

母子手帳 予診票 小松内科医院の診察券（お持ちの方のみ）

ポリオの免疫は、ウィルスが腸内で増殖することで出来ます。下痢をしていると十分に免疫
がつかないことがあります。

ポリオワクチンは 週間以上の期間をあけて 回接種します。

日 程

受付時間

場 所

持 ち 物

注意事項

町では、乳幼児の出生・育児環境を充実するため、医療費の助成を行っています。
対象と思われる方は、申請・更新手続きをしてください。

対 象 者

対 象 医 療 費

申請・更新方法

医療費請求方法

そ の 他

就学前までの乳幼児。保護者の所得に制限があります。

の乳幼児 … 医療費の一部負担金
就学前まで… 医療費の一部負担金

（入院 日につき、 円を差し引いて給付します。）

印鑑
保険証
所得の確認できるもの

転入された人は所得証明が必要になります。
更新の方は資格証
資格証の有効期限は誕生月の末日までとなっていますので、忘れずに更新手続きを
してください。

印鑑
保護者名義の口座番号
医療費領収書（発行から 年以内のもの）
資格証

助成対象にならなかった方へ
月に毎年所得判定が変わりますので、該当と思われる方は、 月末に再度申請して

ください。

対 象 者

対 象 医 療 費

申請・更新方法

医療費請求方法

そ の 他



利用期間》 月 日 月 日 《休 館 日》毎週月曜日（祝祭日の場合は翌日）
《利用時間》午後 時 午後 時（夏休み期間中のみ午前 時 午後 時）

区 分 料 金
（ 回につき）

回 数 券
（ 枚綴り）

一 般 ・ 大 学 生
中 ・ 高 校 生
小 学 生 以 下

小学 年生以下のお子さ
んは付き添いが必要です）

区 分 料 金
（ 回につき））

回 数 券
（ 枚綴り）

ご高齢の方、お体の不自由な方 介護タクシーをご利用なさいませんか

病院、通勤、通学、お買物、映画鑑賞、美容院、ご家族との小旅行、観光、冠婚葬祭など。

お忙しいご家族のかわりに、介護福祉士・ガイドヘルパー資格者がお世話させていただきます。

スロープ付ですので、車いすのまま無理なく乗降ができる介護タクシーです。

初乗り運賃 円 障害者割引がございます。 （国土交通省認可事業）

町では、毎月発行する広報はしかみに掲載する有料広告を募
集しています。皆様ぜひご利用ください。
要綱により、掲載できる広告内容に制限がありますので、
必ずご確認ください。

ページ目を除く下 段で、黒一色刷り。 また
はこの半分の大きさとなります。

階上町以外の業者が掲載する場合は上記の 割増

掲載したい月の前月 日まで（例 月号掲載の場合は
月 日まで）に総務課にある申込書に広告原稿を添えてお
申し込みください。内容を審査して掲載の可否をお知らせ
します。

貸 切 利 用 ・ 団 体 利 用

区 分 町内の団体 町外の団体
全館（ 時間）

貸切は原則として 人以上 時間以内
団体は原則として 人以上 時間以内利用料
金の 割引きとします
事前に使用申請書の提出が必要です

貸 切 利 用 ・ 団 体 利 用

．小学 年生以下は、保護者または監督者が必ず付添いしてください。
．利用の際は、十分健康チェックをし、帽子を必ずかぶってください。
．プール内での事故やケガ等については、本人又は保護者・同伴者の責任となりますので、皆さん十分
気をつけて楽しんでください。

．その他係員の指示に従ってください。



階上町生涯学習まちづくり推進本部では、今年度もイベント・講座・団体・グループ・施設情報を掲載した

学習ウォッチング・はしかみ を発行（ 月発行予定）します。より多くの情報を町民のみなさんに提

供するため、下記の内容で情報提供できるものがあれば、個人・団体問わず、情報をお寄せください（ 月末

頃まで）。

）平成 年 月 平成 年 月までに実施予定の、広く一般町民を対

象とした講座・教室・イベント等

）主に町内で活動している、グループ・サークル、ボランティア活動

情報（会員を募集したい、活動を広く知って欲しい等、分野は問い

ません。是非お知らせください）

地域の活性化のため、農村の
里山空間を使った せせらぎ遊
歩道歩こう会、農家開放、農産
加工品の直売、伝統芸能の紹介
等 を行い、産直の振興や都市
住民との交流を図りました。

心と体の健康づくりのため、
地区住民の老若男女が集い、

韃
だっ

靼
たん

そば等の種まき、収穫、
そば打ちや試食会等 を通じて、
地域住民の交流と健康づくりを
図りました。

まちづくりの一助とするため、
創意に満ちた自治体首長を招い
て講演会（岩手県紫波町 循環
型まちづくり、秋田県小坂町
エコライフタウンの形成）を開
催し、各地の特色ある施策につ
いて学習しました。



です。国民年金保険料は平成 年度から平成 年度
まで毎年 円引き上げられる予定となっています（引き上げ額は今後の物価上昇率によって変化します）。

納付案内書には、保険料の納付書のほかに、口座振替申出書や前納用の納付書も同封されています。
年金保険料の納め方は保険料を納付書に添え、金融機関や郵便局、各社会保険事務所、コンビニエン

スストアで納める方法と、納め忘れを防ぎ便利・安心・確実な口座振替があります。口座振替は通常翌
月末の引落しですが、 されます。また、一定
期間の保険料を前もって納める前納制度ならさらにお得ですし、

納付案内書が届かない場合はお近くの社会保険事務所までお問い合わせくだ
さい。

が、学生の方は一般的に所
得が少ないことから、本人の所得が一定額以下（単身者は 万円）の場合には申請して承認されると
保険料を後から納めることができます。対象者は、大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、
各種学校等（夜間制・定時制・通信制を含む）に在学する学生です。
承認されると、万が一のケガや病気のときには障害基礎年金や遺族基礎年金を受けることができ、将

来の老齢基礎年金を受けるための資格期間にも含まれます。老齢基礎年金の受け取り額は減額されてし
まいますが、承認された期間の保険料を後から納める（追納する）ことで年金額を満額に近づけること
ができます。 年以内であればさかのぼって納めることができますが、 年目以降は加算額がつきます
ので、お早めの追納をおすすめします。

サルビア、マリーゴールド、ベコニアの花苗を無料配布します。
町内の道路の沿線、町内公共施設内に花を植えて管理できる団体。
団体名、代表者名、花を植えたい場所、花苗の必要数量を 月 日 までに電話で申し込ん
でください。

田や畑など農地を宅地や資材置場などの農地以外にするためには、その土地が農業振興地域内農用地に
入っている場合は、転用する前に除外申請の手続きが必要になります。申請の受付は年 回（ 月・
月）を予定しており、 回目の受付期限は 月 日 までです。

青森県動物愛護センターでは、これまで保健所で行ってきた放浪犬の捕獲やペットに関する苦情対応な
どの業務を行います。また、動物ふれあい活動やアニマルセラピー推進事業などの新しい事業も行い、命
の大切さを実感できる総合的な動物愛護管理行政を推進します。
なお、動物愛護センターのペットに関する相談窓口は、弘前、八戸、五所川原、上十三及びむつの各保

健所にも設置されますのでご利用ください。みなさまのご理解とご協力をお願いします。



 

青森県では環境の美化・保全を図るため標記推進員を募集しています。応募したい方は 月 日 までに町

民課戸籍住民グループへ申し込みしてください。燃料代程度の報酬が有ります。

（

年
）

石
鉢
小
学
校

（

年
）

登
切
小
学
校



春
は
様
々
な
街
頭
犯
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や
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が
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し
ま
す
の
で
、
地
域
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皆
さ
ん

は
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と
に
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し
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く
だ
さ
い
。
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か
け
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い
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動
車
・
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自
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通
り
の
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達
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せ
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ザ
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せ
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き
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ウ
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路
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よ
り
通
行
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禁
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い
る
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路
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通
行
は
で
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ま
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る
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車
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横
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禁
止
！

「
横
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禁
止

場
所
」の
横
断
は
禁
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！
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側
通
行
！

並
進
禁
止
！

二
人
乗
り
禁
止
！

無
灯
火
禁
止
！

春
の
火
災
予
防
運
動
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
次
に
よ
り
防
火
パ

レ
ー
ド
を
町
内
全
域
に
て
実
施
し

ま
す
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こ
の
時
季
多
発
す
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山
火
事
を

最
小
限
に
迎
え
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べ
く
、
山
火
事

防
止
に
対
す
る
関
心
の
喚
起
の
た

め
、
次
に
よ
り
パ
レ
ー
ド
を
実
施

し
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
る
と

共
に
、
各
種
競
技
に
参
加
し
技
術

の
向
上
を
図
り

安
全
な
郷
土
と

春
の
火
災
予
防
運
動
がま

で
県
下

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
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統
一
標
語

は

で
す
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こ
の
運
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春
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火
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、
火
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予
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の
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し
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ぐ
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的
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特
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三

月
か
ら
五
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か
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強
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多
く
、

火
災
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発
生
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や
す
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意
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だ
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。

ま
た
、
こ
の
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多
く
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山

火
事
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発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災

の
原
因
は
、
火
入
れ
、
た
き
火
等
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よ
る
も
の
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ち
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た
不

注
意
か
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発
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し
て
い
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す
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皆

さ
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も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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精
強
な
消
防
団
を
目
指
し
て

使

命
に
燃
え
た
強
固
な
団
結

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
も
次
に
よ
り
挙

行
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
消
防
団
員
の
災

害
に
立
ち
向
か
う
心
意
気
を
是
非
、

見
学
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



早
春
に
香
り
の
あ
る
花
を
枝
先

に
一
個
ず
つ
つ
け
る
。
つ
ぼ
み
の

先
が
北
を
指
す
の
で
方
向
指
標
植

物
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
日
の
当

た
る
つ
ぼ
み
の
南
側
の
成
長
が
早

い
た
め
で
あ
る
。

和
名
は
果
実
が
手
の
こ
ぶ
し
状

に
な
る
の
で
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

昔
は
こ
の
花
が
咲
く
と
田
打
ち
作

業
が
始
ま
る
と
い
っ
た
農
事
の
指

標
植
物
と
な
っ
た
り
、
ま
た
、
た

く
さ
ん
花
を
つ
け
る
年
は
豊
作
で

あ
る
、
と
い
っ
た
豊
凶
の
占
い
と

も
な
っ
て
い
た
。
辛
夷
（
こ
ぶ

し
）
と
は
生
薬
名
で
乾
燥
し
た
花

の
つ
ぼ
み
の
こ
と
で
、
蓄
膿
症
や

鼻
炎
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。

八
戸
市
の
廿
三
日
町
に
神
明
宮

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
神
社
の
む

か
し
を
た
ど
れ
ば
九
戸
の
乱
に
結

び
つ
く
の
で
し
た
。

明
治
政
府
は
全
国
の
神
社
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時

の
八
戸
地
域
の
神
社
調
査
の
記
録

が

神
社
調
・
全
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
成
立

と
し
て
八

戸
市
の
長
者
山
の
新
羅
神
社
に
所

蔵
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

神
社
調

に
よ
り
ま
す
と
、
初

め
三
戸
郡
金
浜
村
（
現
八
戸
市
）

に
鎮
座
、
次
に
三
戸
郡
新
井
田
村

今
町
へ
遷
座
（
神
体
の
座
を
移

す
）、
次
に
三
戸
郡
中
居
林
村
へ

遷
座
、
こ
の
間
、
年
暦
不
詳
と
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
己
酉
年
、
三
戸
郡

八
戸
村
長
者
山
の
北
東
隅
に
正
殿
、

拝
殿
、
鳥
居
等
が
建
立
さ
れ
て
遷

座
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
初
め
て

の
領
主
（
八
戸
藩
主
）
に
よ
る
造

営
で
、
当
時
は

御
伊
勢
堂

と

呼
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
宝
永

六
年
（
一
七

九
）
己
丑
年
三
月

に

長
者
山
は
高
山
に
て
場
所
悪あ

し
き

と
の
別
当
浄
法
院
の
願
い

出
に
よ
っ
て
当
社
地
（
八
戸
市
廿

三
日
町
）
へ
遷
座
し
た
と
伝
え
て

い
ま
す
。

祭
神
は

天
照
皇
太
神
、
八
幡

大
神
、
春
日
大
神

で
こ
の
三
社

は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
戊
つ
ち
の
え

寅と
ら

年
勧
請

か
ん
じ
ょ
う（

お
い
で
を
ね
が
い
）、

内
宮
の
勧
請
年
暦
は
不
詳
と
あ
り

ま
す
。（
三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢

神
宮
で
は
内
宮
に
天
照
太
神
を
外

宮
に
は
豊
愛
太
神
を
祭
る
）

こ
の
神
明
宮
の
大
宮
司
（
神

職
）
の
先
祖
は
九
戸
政
実
の
家
臣

で
三
田
彦
四
郎
と
い
う
武
士
で
し

た
が
、
九
戸
氏
没
落
の
後
、
金
浜

村
に
潜
居
し
て
農
民
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
時
、
兼
て
よ
り
信
心
の

九
戸
神
明

を
遷
座
し
て
祭
り
、

以
後
代
々
俗
人
と
な
っ
て
世
を
過

ご
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

香り高く咲くコブシ



日

火

水

日

火

木

金

日

日

火

日

剣道クラブ（教育課） 【家庭の日】

行政相談（総務課）

教育相談（教育課）

乳児健康診査（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）

町グラウンドゴルフ大会（教育課）

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

町教育振興大会（教育課）

郡総選抜ゲートボール大会（教育課）

剣道クラブ（教育課）

剣道クラブ（教育課）

修学旅行 日（道仏中）

民俗資料収集館開放日（教育課）

乳児保健相談（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）

剣道クラブ（教育課）

町民体育館

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

登山口農村公園

中央体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

町ゲートボール場

町民体育館

町民体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

小 松 雅 也（耳ケ吠西）
竹 高 千 尋（耳ケ吠東）

金田一 裕 介（野 場 中）
小 湊 千 春（三 沢 市）

（住所又は元の本籍）

荒 畑 遊
ゆ

良
ら

（太 一・秀 子）荒 谷

東 山 恋
れ お

桜
ね

（美樹人・春 美）赤保内

秋 山 理
り

生
お

（ ・理 絵）耳ケ吠東

下 野 桜
おう

花
か

（清 勝・直 子）道 仏

佐々木 か つ（ ・耳ケ吠西）

神子沢 重次郎（ ・角柄折）

久 保 ハマコ（ ・晴山沢）

角地山 光 男（ ・追 越）

小 森 岩 藏（ ・駅 前）

大 下 石 夫（ ・小舟渡）

上 野 己之松（ ・道 仏）

番 沢 正 治（ ・蒼 前）

（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）


